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　　　　第3図
逆応答プロセス用の並列要素

生　産　研究

て役立ち，また／’）上の各響周御装置を麗織的に結台動作

　させると上記〔c）の領域へ進むことができる．現在当研

究所のプロ七ス制御実験室CXLJ．上の設備と．沓種記録装

置および信号発生装匿とによつてブP卍ス制御問題の率

　H｝lpt験を行）ことができるようになった。

　　「’i動制御はまだ若いf’、野である。しかも鴨及徹底する

連さより進歩の速さの方が大きいと思われるf＿話ばつた

　分野である。こんなことも原因Lなって時宅こば匪難ブ不

　当に過大視されるかと思うと，時二は賦還増幅器O一応

　用に過ぎないとまで過小評伍されたウする罰鵡棚し

　の分野でもそうであるようにプロ．ヒス制揖もま臣二S，LP．

両振端の中聞臨り．専門的経験を積むにつオして全貌か

　次第に見えてくるものと攣鴇＾考之るのである5，N・ま

ふれたよ）な現状は上記の中閥試験研究室の具すべぎ使

　命を一留Fくするものと思〉次第である。

ilま熔動制硬論曲鎮首・して赫常に毬力」…－t）

るもののよ）鵡特に戦後にゴ、学を卒業したf誘な人た

嘱の醐。醐日。繭棚界を・．ド筋もの・驚

　　　　　第　　4　　図

電子空気式自動調箪計（山武）

せると，時には多段制御系，時には強力な操作機赫とし

さ矛しる多くの熱心字う；見られるqし

かし理論に熱中するり余り字与の現

象を第二菱にする傾向がもt島る之

したら，そうでなくてさへこO国で

L遊離しがちな理論と実際の間柄を

一騨冶くすることを摯物よひそ・L

おそれているeこの点から考之て自

動腎鯉安験室に課せられる教育甫随

命もまた重．要であると思ラP

　幸に本所では昨年度り特別研究費

の援助を得’土に概説したような設

舗を行うことができk。そLて同じ

分野をサーボ機構，電気穣器の面か

ら追及する所内研究者たちと密接に

協力して研究を進めつっある，－rrこ

おくに当ウこの研究に灼する研究所

内外からの御援助に厚く感謝するヒ

共に，今線の御鞭鞍を乞う次第ての

る。　　　　　　　　　〔ユ953・5・9｝
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噴射管式自動調整装置の周波数特性

高　橋　安　人

．自動制御装置の特性の一例としての油圧噴射管式装置

の試験結果

　圧力制御，流重制御その他動作f”’作｛1としてもよく使

われる噴射Pts式油圧自動調整装置の1浄特性とJi7’皮tw特性

を求めた。

H　片康　男

　装置の作用原理は第1図に示すように噴射管を挾んで

左右より作用する力のパラγスが破れて空気圧力が六

（，1・）となると噴射管が左佑）方1二偏時％から・瓜琉孔

の左（右：1側の孔に多量の圧九由が衝撃して右〔左〕側の受

流孔にあたる雨量は〃｝・する，その結果ビλ｝ソの両圓．
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第5巻　第6号

に作用する油圧に差異を生じてピストソが図の上（下）

方に移動する。

Ef力油　　噴射管

第1図

　　｛

ダイアフラム

障射管リレーの静特性

　ダィアフラムにかXる空気圧力の変化によつて左右の

圧力差で生ずる噴射管の偏椅はピストソを或る速度で移

動させる。この噴射管の変位Xmmに対して定まるピス
・ソの移動叢薯mm／secはおく2・’1　（1・gSや不感

帯（dead　zone）がないと考えると

　　　　審＝K・・……・……・……………（1）

右辺のKは噴射管リレt・一の感度（mm／sec／mm）である。

実験より求めたx－y線図は第2図のようになるが，特性

曲線の飽和点Sは一般にピストソの僅かの動きで直に飽
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第2図
和するものであることを示している。この最大操作速度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕は油圧，操作部の容量等によつて定るであろうし，接

続導管の長さ，径，途中の抵抗，使用流体の粘度，こX

では油温等によつて変るであろう。叉最大有効振れxは

受流孔の面積，形状に主として左右されよう。

　噴射管リレーの周波数特性

’

第3図
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　空気圧力を入力に

すべきであるが，そ

れを正弦波状に変え

ることは特に高周波

の場合は実際上困i難

である。そこでダイ

アフラムをマイクロ

メFターによって直

接第3図のように動

かして，それによつて生ずるピストソの応答を求めた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω　一一一・

　　　　　　　　　　第4函
　さて（1）式をラプラス変換し，’x（t），y（t）をx（s），　y（s）と

すると
　　　　伝達函数G（・）一畏§ト÷…一・一（・〕

こxでs・＝jtUとおくと

　　　　　　　　G（」ω）＿旦一一」旦．．……・（3）

　　　　　　　　　　　　jω　　　　　　ω
　　　　　　　　　j＝〆－1，ωは円振動数1／sec

（3）式より∠G＝－90°のおくれがあり・デシベル単位の

iGiは一20db／decの直線となって，ω＝kのときodbを

横切る筈である。ただし第4図のIGIの点線は実験値とし

　ての意味はない。

　実験（振幅約0．15皿m）より求めた周波特性は第4図

のように直線になるから（3）式の条件を満足しまたk・＝

100（mm／s）／mmすなわち第2図のものと一致する。

　以上は本装置を今後の実験的研究に応用するための準

備として行った特性試験結果であり，これまでにも他で

すでに研究されてきたが，御参考になることもあると思

いこNに報告する。（1953・5・9）　　　　　　　　　、
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第1表

「反射牽」（右側）トル

d，μ

ベントナイト

蝕

N（mg）　　N（％）
1　44　　　　　　　　0．023

Dμ

ベンナイト

触

N（mg）

0．144

N（％）・

0．0023
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d乏5，　噌
n饗
抗張力kg／cm2
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d95，　nB
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抗張積kg／・rn2
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